
透析期におけるESA低反応性と
HIF-PH阻害薬「エベレンゾ錠」

現在ESAは腎性貧血の治療において多く使用されてい
る薬剤ですが、ESA低反応性によって一部の患者さんで
Hb値のコントロールに苦慮されたご経験はないでしょ
うか。本動画では、血液透析患者2905名を4年間追跡
したコホート研究の結果から腎性貧血治療における治
療課題としてERIと生存率の関連をご紹介させていただ
きます。また、透析期の腎性貧血患者さんにおける治療
選択肢のご提案として、エベレンゾ錠の臨床試験結果と
投与スケジュールをご紹介いたします。

既存治療における腎性貧血治療の課題（ERIと生存率の関連）
ESA切り替え患者でのエベレンゾの有効性・安全性を解説
エベレンゾは透析日にその場で服薬いただくことも可能

POINT 1

POINT 2

POINT 3

腎性貧血

4:46

提供：アステラス製薬株式会社

透析期におけるエベレンゾ錠の有効性・安全性

夏本番 抑えておくべき
熱中症診療と治療方針熱中症

近年の異常気象の影響を受け、熱中症による救急搬送および外来受診者数は増加傾向にあり、
2018年の史上最暑の夏には、過去最多の約60万人に上りました。
観測史上最も暑い夏とも予想される本夏で、増え続ける熱中症での診療に関し、それぞれの観点
から伺いました。

熱中症診療ガイドライン作成委員長が解説
熱中症の診断と治療

大石 智洋 先生
川崎医科大学 臨床感染症学教室 
教授

●専門分野
小児感染症、院内感染対策

Part1 
11:06
Part2 
14:57

夏の災害、熱中症の重症化とその内訳
一般市民が取り組むべき応急処置とは
熱中症発症の可能性が高まる3条件

POINT 1

POINT 2

POINT 3

熱中症 ～初期診療を中心に～16:12

暑さ指数が熱中症予防の鍵
重症度別に異なる対応方法
高齢者は非労作性熱中症に注意

POINT 1

POINT 2

POINT 3

三宅 康史 先生
帝京大学医学部附属病院
救命救急センター センター長・教授

●専門分野
救急医学 集中治療医学
外傷学 災害医学 他
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Clinical Cloud には各領域を牽引するオピニオンリーダーによる良質な医療情報を掲載しています。
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